
● 事故・災害 

公務（通勤）災害補償制度について 

○ 宮城県                                福利健康班       022-211-3675 

○ 仙台市                                人事課人事係      022-214-8858 

 地方公務員災害補償制度（以下「公務（通勤）災害補償制度」という。）は、教職員が勤務に係わっての負傷等（公

務上の災害）を受けた場合に、その災害によって生じた損害を補償し、必要な福祉事業を行うことにより、教職員又は

その遺族の生活の安定と福祉の向上に寄与するとしています。 

 ここでいう災害とは、被災した教職員の負傷、疾病、障害又は死亡という身体上の災害をいい、公務（通勤）災害補

償制度は、教職員の身体的損害のみを対象とし、物的損害や精神的損害は補償の対象とはなりません。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ･･･直ちに医療機関で受診、治療を受ける。

　　公務（通勤）災害の手続きを行う予定であることを伝え、原則として治療費は
　公務（通勤）災害が認定されるまでの間、保留してもらうようお願いし、マイナ
　保険証等は原則として使わないこと。
　　（注）調剤薬局も同じです。

 ･･･医療機関へ「公務（通勤）災害認定手続証明書」（所定様式）を提出する。

　 「診断書」(基金指定様式)の作成を依頼する。

　　※腰部・頸部の場合は腰（頸）部用の様式がありますので注意してください。

 ･･･所属の協力を得ながら認定請求書（添付書類を含む）を作成し、所属、任命権

　者経由で基金に請求してください。

 ･･･認定通知書を受理したら、直ちに医療機関（病院･調剤薬局等）へその旨を告げ
　保留してもらっていた治療費の請求のため「療養補償請求書」を作成してもらい、

　所属、任命権者経由で基金に請求する。

　　※認定通知と一緒に送付される「災害補償のしおり」等の冊子を確認し、手続き

　　してください

 ･･･療養開始後１年６カ月を経ても治ゆしておらず、療養を継続している場合には、

　　　　　　　　　　　　 「療養の現状に関する報告書」を提出する。　「療養の現状等に関する報告書」を提出する。

 ･･･「傷病治ゆ報告書」を所属、任命権者経由で基金に提出する。

 ･･･これで完結です。

　ここで示しているのは一般的な流れです。交通事故等の第三者加害などについては異なる場合もありますの

で注意してください。
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認定請求は極力、災害発生から１カ月以内に基金支部へ提出しましょう。

（療養の現状に関する報告）


